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表紙の説明

　春の陽気が訪れた３月、市内の

各地で散歩や運動などを楽しむ市

民の姿が見られました。

　長山公園には、えきまえ保育園

の園児が遠足で訪れており、年長

児にとっては最後となる遠足を、

春の暖かな日差しと共に目いっぱ

い楽しんでいました。

春の訪れ

耳の不自由な人など電話で問い合
わせができない人は　㉑3337FAX

はじめます。

　

岩
国
市
は
「
ち
か
く
に　

い
わ
く
に
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
市
の
魅

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
を
市
内

外
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
取
り
組
み
の

こ
と
で
す
。

市外にも幅広く発信する取り組みです

ひとや自然、暮らしに必要なもの全てが

　「ちかく」にあることを表現しました

訪
れ
た
い
、
暮
ら
し
た
い
、
暮
ら
し
続
け
た
い

　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
に
選
ば
れ
る
ま
ち
に
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シティプロモーション、

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
中
、

岩
国
市
が
い
つ
ま
で
も
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
魅
力
の
創
造
・

発
信
に
よ
り
「
訪
れ
た
い
」「
暮
ら
し
た
い
」

「
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
選
ば
れ
る
ま
ち
に

な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
に
努
め
、

そ
の
魅
力
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
テ

レ
ビ
番
組
な
ど
で
お
伝
え
し
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
岩
国
市

の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
考
え

て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
、
我
が
ま
ち
の
魅
力
を
ど
ん
ど

ん
自
慢
し
て
、
明
る
く
元
気
な
岩
国
市
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市民の皆さんと一緒に岩国市の魅力を「発見！」「再発見！」して、まちの中だけでなく

問秘書広報課☎㉙5016

3

相互の力で

より効果を

高めていく

私たちの「ちかく」には魅力がたくさん！

　　　　　　　みんなで岩国市の魅力を創造・発信していきましょう！

○市の魅力をさらに高めていく

○愛着と誇りを持ってもらえるよう市民の皆

　さんに市の魅力を分かりやすく伝えていく

○市の魅力を市外に向けて発信していく

私たち、一人一人がシティプロモーションの主役です

市役所

○市の魅力を発見、再発見する

○市の魅力づくりに参加する

○会話の中やSNS上などで、市の魅力を幅広   

　く多くの人に発信していく

市民の皆さん
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　姉妹都市エベレット市への青少年海外派遣事業参加者を募集します。

問都市交流室☎㉙5018

対象　市内に在住する高等学校または

高等専門学校の１年～３年生で、次の

要件を全て満たす人

○健康で、長期滞在に耐えられ、協調

性を持って生活および研修ができる人

○事前研修などに全て参加でき、帰国

後も積極的に地域や学校で国際交流事

業ができる人

※保護者や学校長の承諾が必要

※過去に参加した人は除く

日時　７月22日㈯～８月６日㈰
場所　米国ワシントン州エベレット市

定員　15人

※作文、面接で審査

※応募者が８人以下の場合、事業を中

止することがあります

個人負担額　21万円（予定）

募集期間　４月３日㈪～５月２日㈫
（必着）

　申込書類を郵送または直接、都市交

流室へ

※募集要項、申込書は市ホームページ

からダウンロード可

申

4広報いわくに 4広報いわくに

　大学には正規コースと基本的な英語の読解力を強化する入学準備コースと

して「ブリッジプログラム」が設けられています。

　ブリッジプログラムでは大学の授業や宿題で必要となる語
ご い

彙、文法、発音

などを学び、英語の基礎力に磨きをかけることができます。

問岩国基地内大学就学推進委員会事務局（都市交流室内）☎㉙5018

ブリッジプログラムの英
語資格取得期限に、制限
がなくなりました！

対象　次の要件を全て満たす人

○日本国籍を有し通学可能な範囲内に居住する、

次のいずれかに該当する人

　①高等学校を卒業、または卒業と同等以上の学

　力があると認められる人　

　②大学入学資格検定または高等学校卒業程度認

　定試験合格者

　③高等専門学校３年次修了者

○大学が定める入学条件（英語資格、取得期限）

を満たしている人または当該入学条件と同等以上

の語学力があると就学推進委員会が特に認めた人

※詳しくは募集要項（都市交流室のホームページ

からダウンロード可）を確認してください

面接選考日　５月28日㈰
面接会場　市役所

募集期間　４月３日㈪～５月19日㈮（必着）

　出願書類を郵送または直接、岩国基地内大学就

学推進委員会事務局（都市交流室内）へ

申

対象　岩国基地内大学への就学に興味がある高校生

以上の人（英検２級程度以上の英語力があることが

望ましい）

日時　４月29日㈷　10時～14時（予定）

場所　米海兵隊岩国航空基地内教育センター

※市役所集合・解散（バスで移動）

定員　25人（先着順）

※申し込み人数が少ない場合、中止になる場合あり

内容　大学の概要説明、質疑応答、施設内見学、就

学者体験談（予定）

募集期間　

４月３日㈪～ 17日㈪（必着）

　　岩国基地内大学就学推進

委員会事務局（都市交流室内）

問申

現地の boys and gi r ls c lubとの交流

さよならパーティーでのスピーチ

昨年の様子

す。

　　岩国基地内大学見学会 参加者募集！岩国基地内大学見学会 参加者募集！

★英語力だけでなくコミュニケーション力、
自立心などいろいろな事を得ることができ
た。 自分の意見を持てるようになったし、
積極的にいろんな事に挑戦できるように
なった。

★自分の視野が大きく広がった。

★本当の家族みたいに接してくれてホスト
ファミリーとの絆が深まった。 　など

参加者の声

ワシントン州

エベレット市
今年の夏は今年の夏はホームステイホームステイに

挑戦しよう！挑戦しよう！

岩国基地内大学岩国基地内大学で国内留学しませんか？で国内留学しませんか？



かなえたい夢ありませんか？

　　　　　岩国市は市民の皆さんの活動を応援します
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★
交
付
金
額　
　

　

交
付
対
象
経
費
の
３
分
の
２
（
初
年
度
は

30
万
円
、
２
年
目
以
降
は
20
万
円
を
上
限
）

※
活
動
に
必
要
な
経
費
（
講
師
謝
礼
、
消
耗

品
、
印
刷
代
、
広
告
料
な
ど
）
に
対
し
交
付

※
１
団
体
に
つ
き
１
事
業
で
３
年
間
を
限
度

と
す
る

★
申
請
期
間　

　

４
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

※
事
業
実
施
前
（
計
画
の
段
階
）
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
事
業
終
了
後
の
申
請
は
、
交

付
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

★
対
象
と
な
る
団
体　

　

次
の
要
件
な
ど
を
満
た
し
て
い
る
団
体

○
主
な
事
務
所
が
市
内
に
あ
る
こ
と

○
５
人
以
上
の
構
成
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
て

い
る
こ
と

○
組
織
の
運
営
に
関
す
る
規
約
な
ど
の
定
め

が
あ
る
こ
と

○
事
業
計
画
、
事
業
報
告
、
予
算
、
決
算
を

書
類
に
よ
り
示
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

○
１
年
以
上
継
続
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
は
行
う
見
込
み
が
あ
る
こ
と

★
対
象
と
な
る
事
業　

　

次
の
要
件
な
ど
を
満
た
し
て
い
る
事
業

○
団
体
が
自
ら
企
画
、
実
施
を
す
る
新
規
の

事
業

○
活
動
の
主
な
効
果
が
市
内
で
生
じ
る
事
業

○
岩
国
市
の
他
の
補
助
金
や
委
託
料
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
事
業

○
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

に
実
施
す
る
事
業

※
過
去
に
こ
の
交
付
金
の
交
付
を
受
け
て
実

施
し
た
事
業
は
、
別
の
団
体
が
行
う
場
合
で

も
対
象
外
で
す

★
申
請
方
法　

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
、
市
民
協
働
推
進
課
、
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
支
所
地
域
振
興
班
、
い
わ
く
に
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

※
申
請
書
は
各
申
請
窓
口
で
取
得
で
き
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

　
★
審
査
方
法

　

申
請
書
類
の
審
査
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。　
　
　
　

★子供のためのパソコン教室

★地域の高齢者を対象にした英会話教室

★ご当地ヒーローの映画製作、上映

★高校生によるまちづくりの提言書作成

★市内の魅力的な場所を巡るスタンプラリー

★若者に出会いの場を提供する婚活イベント　など

みんなの夢をはぐくむ交付金
自治会・市民活動団体応援事業

詳細はホームページで確認するか、

問い合わせてください

問市民協働推進課☎㉙5015

総合支所地域振興課

支所地域振興班

いわくに市民活動支援センター☎440288

　

自
治
会
や
市
民
活
動
団
体
の
非
営
利
で
自
主
的
な
公
益
活
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
み
ん
な
の
夢
を
は
ぐ
く
む
交
付
金
」
を
交
付
し
ま
す
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平成29年度 岩国市の予防接種

対象者

※５年後は対象
とはなりません

岩国市に住民票があり、これまでに肺炎球菌ワクチンの接種を一度も受けたことがない下記
のいずれかの人（下記の年齢の誕生日を迎える前でも対象となります）

 65歳（昭和27年４月２日～昭和28年４月１日生）
 70歳（昭和22年４月２日～昭和23年４月１日生）
 75歳（昭和17年４月２日～昭和18年４月１日生）
 80歳（昭和12年４月２日～昭和13年４月１日生）
 85歳（昭和７ 年４月２日～昭和８ 年４月１日生）
 90歳（昭和２ 年４月２日～昭和３ 年４月１日生）
 95歳（大正11年４月２日～大正12年４月１日生）
100歳（大正６ 年４月２日～大正７ 年４月１日生）

接種日に、60歳以上65歳未満で、心臓、
じん臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能に身体障害１級相当の障
害のある人

期間・回数 平成30年３月31日までに１回

自己負担額 2,780円（生活保護受給者および中国残留邦人等支援給付の人は免除）

注意点

○過去に、この予防接種を受けたことのある人は定期予防接種の対象になりません
○２回目の接種は注意が必要です。５年以内に再接種すると、副反応（接種部位の痛み・赤み・
腫れなど、筋肉痛、だるさ、発熱、頭痛など）が強く出る場合があります
○接種歴が分からないときは、かかりつけ医に確認するか、保健センター窓口で予防接種歴
の情報開示手続きを行ってください。詳しくは保健センターに問い合わせてください

問

実施場所　市が契約している医療機関で接種できますが、重複接種を避けるため、かかりつけ医で接種するこ

とをお勧めします。

持参品　①生年月日と住所が確認できるもの（保険証など）　②健康手帳（接種記録を残すために活用してく

ださい。保健センター、保険年金課、総合支所、支所、出張所で交付しています）

●高齢者肺炎球菌ワクチン

対象者は、通常より少ない自己負担額で接種をすることができます。このワクチンにより、肺炎を引き起こす

原因の一つである肺炎球菌感染症（成人肺炎の25％～40％を占める）を予防できます。

対象者

岩国市に住民票がある下記のいずれかの人

接種日に65歳以上の人 接種日に、60歳以上65歳未満で、心臓、じん臓、呼吸器、ヒト免
疫不全ウイルスによる免疫機能に身体障害１級相当の障害のある人

期間・回数 平成29年10月１日から平成30年２月28日までに１回

自己負担額 1,460円（生活保護受給者および中国残留邦人等支援給付の人は免除）

●高齢者インフルエンザワクチン

　予防接種は適切な時期に接種することで感染症から子供や家族を守るこ

とができます。

　平成29年度、市では、表のとおり予防接種を実施します。予防接種につ

いて正しく理解し、健康に役立ててください。

　保健センター☎㉔3751

◇長期にわたり療養が必要な病気にかかった人などで、定期予防接種をやむを

得ず接種することができなかった人

◇里帰りや入院などにより県外での定期予防接種を希望する人

高齢者の定期予防接種

●次に該当する人は、接種前に保健センターへ問い合わせてください

●法改正で制度が変更になった場合は、広報いわくに、健康だより「お

元気ですか」、市ホームページなどでお知らせします
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種　類 対象年齢 接種回数と望ましい接種期間

ヒブワクチン 生後２カ月～４歳
（5歳の誕生日の前日まで）

４回
【初回３回】１回目を生後２カ月～６カ月
【追加１回】初回接種を終了して７カ月経
過～13カ月

※開始年齢な
どにより接種
回数が違いま
す

小児用肺炎球菌
ワクチン

生後２カ月～４歳
（5歳の誕生日の前日まで）

４回
【初回３回】１回目を生後２カ月～６カ月
【追加１回】１歳～１歳２カ月（初回終了
後60日以上あける）

四種混合（ジフテ
リア、破傷風、百
日せき、ポリオ）

生後３カ月～７歳６カ月になる前
日

４回
【初回３回】生後３カ月～ 11カ月
【追加１回】初回接種を終了して12カ月経過～18カ月

二種混合（ジフテ
リア、破傷風）

11歳～12歳
（13歳の誕生日の前日まで）

１回
11歳

Ｂ型肝炎 ０歳
（１歳の誕生日の前日まで）

３回
生後２カ月～８カ月

ＢＣＧ ０歳
（１歳の誕生日の前日まで）

１回
生後５カ月～７カ月

麻しん風しん
（MR)

【１期】１歳
（２歳の誕生日の前日まで）
【２期】年長児（平成23年４月２日
～平成24年４月１日生まれの人）

２回
【１期１回】１歳になってすぐ
【２期１回】年長になった４月～６月（接種期間は、平
成30年３月31日まで）

水痘 １歳～２歳
（３歳の誕生日の前日まで）

２回
【１回目】１歳～１歳２カ月
【２回目】１回目の接種終了後６カ月経過～12カ月

日本脳炎 【１期】生後６カ月～７歳６カ月
になる前日
【２期】９歳～12歳
（13歳の誕生日の前日まで）

４回
【１期初回２回】３歳
【１期追加１回】４歳（初回終了後おおむね１年後）
【２期１回】９歳

①平成９年４月２日～平成19年４月１日生まれの20歳未満の人
②平成19年４月２日～平成21年４月１日生まれの９歳以上13歳未満の人
※①②に該当する人は、過去の接種歴を併せて合計４回まで接種できます

子宮頸がん予防
ワクチン

平成13年４月２日～平成18年４
月１日生まれの女子

３回
中学１年生
※現在は積極的に接種を勧めていません

【定期予防接種】定期予防接種のワクチンは、下記対象年齢での接種に費用は掛かりません。

種　類 助成対象年齢 接種回数 自己負担額 接種間隔

ロタ１価 生後６週～24週０日 ２回 1,620円／回 １価または５価のどちら
かを選択し、４週間以上
間隔をあけて接種ロタ５価 生後６週～32週０日 ３回 1,080円／回

おたふくかぜ １歳～年長
（小学校就学前の３月31日まで）

１回 1,080円

インフルエンザ １歳～12歳
（13歳の誕生日の前日まで）

２回
接種料金から助成
金2,500円を引い
た額
※医療機関により
料金が異なります

【助成接種期間】
平成29年10月１日から平
成30年２月28日まで13歳～15歳（中学３年生）

※15歳でも平成14年４月 1 日以
前に生まれた人は非対象です

１回

【任意予防接種】任意予防接種のワクチンは、費用の一部を市が助成し、少ない自己負担額で接種をすること

ができます。

実施場所　市が契約している医療機関で接種できます（予約が必要な場合あり）。接種には日ごろの状態を知っ

ている保護者の同伴が必要です。ただし、13歳以上の人は、予診票に保護者の同意があれば同伴は不要です。

持参品　母子健康手帳、住所が確認できるもの（保険証など）

子供の予防接種

　乳児や子供は病気に対する抵抗力（免疫）が未熟です。病気の発症や重症化の予防のためにも、かかりつけ

医と相談し、計画的に予防接種を受けてください。
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市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

IWAKUNI
日米交流合同コンサート

　

２
月
25
日
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

で
「
I
W
A
K
U
N
I
日
米
交
流
合

同
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、市
内
や
周
辺
の
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
と
米
海
兵
隊
岩

国
航
空
基
地
内
の
児
童
生
徒
が
、
一

緒
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
７
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

市
内
か
ら
は
麻
里
布
小
学
校
の
児
童

37
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

学
校
ご
と
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
息

の
合
っ
た
合
唱
や
演
奏
を
見
せ
た
ほ

か
、
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
り
衣
装

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
り
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ
の
日

の
た
め
に
一
緒
に
練
習
を
重
ね
て
き

た
日
米
合
同
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
ひ
と

き
わ
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
を
終
え
た
児
童
生
徒
か

ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
日
本
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」「
英
語
を

勉
強
し
て
も
っ
と
仲
良
く
な
り
た

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

学
校
教
育
課
☎
㉙
５
２
０
４

音
楽
を
通
じ
て
友
情
を
育
む

8広報いわくに

開演前には、協力しな

がら錦帯橋模型の組み

立て体験を行った
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２
月
14
日
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
み
わ
で

岩
国
市
認
知
症
の
人
の
見
守
り
支
援

協
議
会
の
活
動
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
65
歳
以
上
の
７
人
に
１
人

が
認
知
症
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
地

域
の
人
や
団
体
、
企
業
な
ど
で
構
成

す
る
協
議
会
が
、
認
知
症
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

発
表
会
で
は
、
認
知
症
の
妻
を
実

際
に
介
護
し
て
き
た
人
の
体
験
や
思

い
、
企
業
が
行
っ
て
い
る
見
守
り
活

動
、
介
護
事
業
者
が
認
知
症
の
人
の

介
護
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
る
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
ゲ
ー
ム
や

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
を
題
材
に

し
た
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寸
劇

で
は
、
認
知
症
に
な
っ
た
家
族
へ
の

戸
惑
い
や
悩
み
を
よ
く
あ
る
日
常
の

風
景
で
描
き
、
地
域
や
家
族
で
見
守

り
支
え
合
う
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
㉙
２
５
６
６

み
ん
な
で
見
守
り
支
え
合
う

自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
を

認知症の人の見守り支援協議会
　　　　　活動発表会

▲寸劇では笑いを交えながら認知症の人への接し方を

　分かりやすく来場者に伝えた

▲妻を約７年間自宅で介護した体験を、白井弘さん

　（右）が発表した

▲東中学校２年生の河本朋乃さんが発表した「私の家

　族と将来の夢」が最優秀賞に選ばれた

▲優秀賞を受賞した８人が、それぞれの気持ちを一生

　懸命に発表した

「立志の日」作文発表大会

　

２
月
18
日
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

で
立
志
の
日
作
文
発
表
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
市
内
の
中
学
２
年
生
を
対

象
に
立
志
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し

て
お
り
、
今
年
は
、
市
内
の
全
16
中

学
校
か
ら
１
１
７
７
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
そ
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
８
人
の
優
秀
賞
受
賞
者

が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

壇
上
に
上
が
っ
た
８
人
は
、
真
っ

す
ぐ
に
前
を
向
き
、
力
強
い
言
葉
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
志
を
発
表
し
ま
し
た
。

憧
れ
の
職
業
へ
の
思
い
や
夢
を
か
な

え
る
た
め
の
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ

た
一
方
、
将
来
の
道
に
つ
い
て
の
迷

い
や
悩
み
が
吐
露
さ
れ
る
な
ど
、
等

身
大
の
14
歳
の
姿
が
語
ら
れ
、
若
者

の
精
い
っ
ぱ
い
の
発
表
に
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

立
志
の
日
作
文
募
集
は
、
青
少
年

健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
、
立
志
の

日
を
迎
え
る
中
学
２
年
生
に
、
現
在

の
自
分
と
向
き
合
い
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
今
年
で
47
回
目
の
実

施
と
な
り
ま
す
。

問
青
少
年
課
☎
43
０
９
０
１
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す
ま

い
る

Smile

Vol.96

廣兼　健
たけし

さん

（錦町在住）

　特定非営利活動法人

ほっとにしき職員。オ

オサンショウウオの一

時保護施設で飼育員を

務め、100頭以上の世

話に汗を流す。

▼夜間観察会で見つかったオオサンショウウ
　オを測定する廣兼さん

10

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に

　
　
　
　
　
　

魅
せ
ら
れ
て

　

岩
国
市
錦
町
、
清
流
錦
川
の
支
流
の
宇
佐

川
を
中
心
に
生
息
し
、
国
の
特
別
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
。
保
護
施
設
で
１
０
０
頭
以
上
も
の
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
飼
育
を
担
当
し
て
い
る

の
が
廣
兼
健
さ
ん
で
す
。

　

錦
町
出
身
で
周
り
を
畑
や
昆
虫
に
囲
ま
れ

て
育
っ
た
廣
兼
さ
ん
。
大
学
で
は
農
学
部
で

農
作
物
に
有
益
な
昆
虫
と
し
て
ア
メ
ン
ボ
な

ど
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
後
は
東

京
で
経
理
を
担
当
す
る
仕
事
に
就
職
し
ま
す
。

　

そ
の
後
錦
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
い
た
廣
兼

さ
ん
は
、
地
元
で
開
か
れ
た
日
本
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会
の
全
国
大
会
で
宇
佐
川
の

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
危
機
的
に
痩
せ
て

い
る
と
い
う
報
告
に
強
く
興
味
を
持
ち
ま
す
。

そ
れ
が
転
機
と
な
り
、
大
会
直
後
に
始
ま
っ

た
保
護
事
業
の
飼
育
員
を
引
き
受
け
る
こ
と

１
程
度
し
か
食
べ
な
い
の
で
量
の
調
整
が
難

し
く
、
水
槽
の
温
度
が
高
す
ぎ
る
と
弱
り
、

低
す
ぎ
る
と
カ
ビ
に
感
染
す
る
な
ど
、
飼
育

は
答
え
の
な
い
問
題
の
よ
う
で
す
」
と
話
す

廣
兼
さ
ん
。
今
で
は
１
頭
１
頭
性
格
に
違
い

が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。
そ
ん
な
廣
兼
さ
ん
で
も
「
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
発
す
る
生
臭
い
匂
い
に
は

今
で
も
慣
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
い
ま
す
。

　

夜
間
調
査
で
川
の
深
み
に
は
ま
っ
た
り
、

雪
の
降
る
中
、
幼
生
調
査
を
行
っ
た
り
大
変

な
こ
と
も
多
い
保
護
活
動
で
す
が
、
保
護
し

た
個
体
が
元
気
に
な
り
放
流
で
き
た
時
は
感

無
量
の
思
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

保
護
活
動
以
外
に
も
、
各
地
で
の
展
示
や

宇
佐
川
で
の
夜
間
観
察
会
な
ど
で
一
般
の
人

に
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
へ
の
興
味
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
奮
闘
す
る
廣
兼
さ
ん
。
「
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
き
っ
か
け
に
身
近
な

自
然
に
つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲回復したオオサンショウウオを宇
　佐川に放流する廣兼さん

▲各地でオオサンショウウオの展示
　活動を行っている　

に
な
り
ま
し
た
。

　

宇
佐
川
付
近
で
生
ま
れ
育
っ

た
も
の
の
実
際
に
野
生
の
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
見
た
の
は

小
学
生
の
時
に
１
度
だ
け
。「
こ

れ
ま
で
熱
帯
魚
な
ど
の
飼
育
経

験
は
あ
っ
た
の
で
、
正
直
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
も
簡
単
に
考

え
て
い
た
」
そ
う
で
す
が
、
実

際
は
そ
ん
な
に
単
純
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
餌

は
一
日
当
た
り
体
重
の
千
分
の
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第11回

錦帯橋ロードレース大会

　

３
月
５
日
、「
錦
帯
橋
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
35
都
道
府
県

か
ら
４
３
８
１
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
10
㎞
・

５
㎞
・
２
㎞
の
４
種
目
を
一
般
男
女
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
計
26
部
門
に
分
か
れ
、

錦
川
を
そ
よ
ぐ
早
春
の
風
を
感
じ
な
が

ら
、
錦
帯
橋
周
辺
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
と
す
る
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け

ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
は「
頑
張
れ
」「
フ
ァ
イ
ト
」

と
声
援
が
送
ら
れ
、
懸
命
に
走
る
ラ
ン

ナ
ー
を
後
押
し
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
本
部
近
く
の
メ
イ
ン
会
場
で
は
、

お
も
て
な
し
と
し
て
地
元
特
産
品
な
ど

の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
選
手
や
見
物

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

2017.4.111
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歌と話を聴いて元気になろう！

　２月15日、玖珂中学校で玖珂

地域自主防災会による「防災教育

講座」が行われました。参加した

２年生91人は、災害が起きたと

きに自分自身と家族を守るために

はどうしたらいいか、地域とのつ

ながりがいかに大切かを学びまし

た。災害対応のシミュレーション

ゲームや非常食の試食も体験し、

防災に関する知識を深めました。

　２月13日、由宇文化会館で、兄妹ユニット「マウンテンマ

ウス」の兄、まーしぃこと中谷昌史氏を講師に迎え、合同講座「な

んてすばらしい今日だろう！」が開催されました。まーしぃさ

んは歌やダンスなどを交えて、人権をテーマに人とのつながり

の大切さを語り、参加者は楽しく心温まる時間を過ごしました。

災害から自分と家族を
守るには

　節分の２月３日、美川保育園に鬼がやって来ました。例年は

保育士が鬼役をしていましたが「先生、いるなぁ～」と子供た

ちは周りをキョロキョロ。今年は美川支所職員が鬼として登場

してビックリ。怖かったのか、小さな声で「鬼は外！」と言い

ながら、新聞紙で作った豆を皆でまきました。

保育園に鬼がやってきた！

　２月12日、「第23回しゅうとう

中山湖健康マラソン大会」が開催

され、422人の参加者が自然豊か

な中山湖周辺を快走しました。

　今年はゲストランナーにアトラ

ンタオリンピック出場の浅利純子

さんを迎え、参加者はアドバイス

を受けたり、交流を深めたりする

ことができ、貴重な機会を喜んで

いました。

中山湖周辺を快走！
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親子で作って楽しんで

春を告げるセツブンソウを観察

　２月16日、錦町広瀬地区の日本西南限のセツブンソウの自

生地で、観察会が行われました。錦清流小学校４・６年生が、

ガイドの説明を聞き、じかに花に触りかわいらしい花を観察し

ました。普段は見学できませんが、２月17日～19日の間は錦

川清流線利用者を対象に公開され、211人が訪れました。

　３月５日、高水高等学校体育館

で「I
い わ た ん

watan親子フェスタ」が開

催されました。

　親子が触れ合う遊び広場として

岩国短期大学の学生が主体となっ

て企画・実施し、訪れた親子はダ

ンボールハウス色塗りコーナーや

巨大迷路、粘土あそびなど、盛り

だくさんのブースを楽しんでいま

した。

　２月16日、本郷ふるさと交流

館で「おとなの塗り絵講座」が開

催され、14人が参加しました。

　受講者は、見本の絵にどんな色

が隠れているか想像しながら、濃

淡を付けて色を重ねていき、見本

通りの色を作る達成感を楽しんで

いました。自分のペースで取り組

めるため「癒される」「ストレス

発散になる」と好評でした。

　２月15日、阿賀ふれあいセンターで、美和町内の各農事法

人組合の女性部で結成する、あぐりがーる美和が「加工研修

会」を開催しました。今回は手作りこんにゃくと押し寿司を作

り、皆で試食。参加者は「自分の地域と違う作り方をするとこ

ろもあり、良い刺激になる」と楽しく交流していました。

ふるさとの味を学ぶ

「おとなが感じる」塗
り絵の魅力



●
反
復
性
臍さ

い
せ
ん
つ
う

疝
痛
３

14広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[133]

ちくわと野菜のすまし汁

　

前
回
は
反
復
性
臍
疝
痛
に
小

し
ょ
う
け
ん
ち
ゅ
う
と
う

建
中
湯
と
い

う
漢
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
お
話
し
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
漢
方
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

小
建
中
湯
は
次
の
６
種
の
薬
物
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
桂ケ

イ

シ枝
（
ケ
イ
ジ
ュ
の
皮
）

○
芍シ

ャ
ク
ヤ
ク

薬
（
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
根
）

○
甘カ

ン
ゾ
ウ草

（
カ
ン
ゾ
ウ
の
根
）

○
大タ

イ
ソ
ウ棗

（
ナ
ツ
メ
の
果
実
）

○
生シ

ョ
ウ
ガ姜

（
シ
ョ
ウ
ガ
の
生
の
根
茎
）

○
膠コ

ウ

イ飴（
米
を
蒸
し
麦
芽
で
糖
化
し
た
も
の
）

　

桂
枝
に
は
多
く
の
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、

「
気
を
巡
ら
し
気
持
ち
を
鎮
め
る
」
作
用
が

あ
る
た
め
、
反
復
性
臍
疝
痛
に
効
果
が
あ
る

の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
建
中
湯
が
よ
く
効

く
小
児
は
、
自
律
神
経
が
敏
感
な
状
態
に
あ

り
、
わ
ず
か
の
こ
と
で
興
奮
し
や
す
く
、
い

ろ
い
ろ
な
症
状
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
す
。

こ
の
桂
枝
が
自
律
神
経
に
う
ま
く
作
用
し
、

小
児
の
過
敏
体
質
を
改
善
し
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

芍
薬
は
血
行
を
盛
ん
に
し
た
り
、
筋
肉
の

緊
張
を
緩
和
し
た
り
と
、
桂
枝
の
作
用
を
調

整
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
甘
草
と
協

力
し
て
、
筋
緊
張
や
痛
み
を
和
ら
げ
る
作
用

が
あ
り
ま
す
。「
芍

し
ゃ
く
や
く
か
ん
ぞ
う
と
う

薬
甘
草
湯
」
は
芍
薬
と

甘
草
の
二
味
だ
け
の
簡
単
な
処
方
で
す
が
、

時
に
モ
ル
ヒ
ネ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
効
果

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
棗
や
生
姜
、
膠
飴
は
、
滋
養
強
壮
の
役

割
を
し
た
り
、
胃
腸
を
強
く
し
た
り
す
る
作

用
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
６
種
類
の
薬
物
が
見
事
に
調
和
し
て
、

こ
の
疾
患
を
治
す
の
で
す
。
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
、
こ
の
症
状
を
起
こ
し
や
す
い
体
質

を
改
善
す
る
と
言
っ
た
ほ
う
が
分
か
り
や
す

い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
単
な
る
痛
み
止

め
や
精
神
安
定
剤
で
も
な
い
わ
け
で
す
。
漢

方
は
、
そ
の
効
果
が
対
症
療
法
に
留
ま
ら
な

い
と
こ
ろ
に
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
の

で
す
。

　

小
建
中
湯
の
「
中
」
と
は
現
代
医
学
で
は

消
化
管
や
消
化
機
能
を
指
し
ま
す
。
こ
の
処

方
が
消
化
器
の
働
き
を
良
く
す
る
た
め
に
、

消
化
吸
収
が
十
分
行
わ
れ
、
血
色
が
良
く
な

り
便
秘
や
下
痢
を
起
こ
し
や
す
い
胃
腸
も
安

定
し
ま
す
。
そ
う
し
て
痛
み
も
止
め
つ
つ
、

ひ
弱
な
体
質
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
よ
く
腹
痛
を
起
こ
し
て
い
た
A
君

は
、
こ
の
薬
を
飲
ん
で
す
っ
か
り
腹
痛
を
訴

え
な
く
な
っ
た
ば
か
り
か
、
血
色
も
良
く
、

積
極
的
に
出
掛
け
て
、
暗
く
な
る
ま
で
外
で

元
気
に
飛
び
跳
ね
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

●エネルギー 46kcal/ 人　●塩分 1.0g/ 人

①ちくわは縦半分に切って薄い斜め切りにする。ダ

　イコンは薄い輪切りにしてから、千切りにする。

　ニンジンは５㎝の長さの千切りにする。シイタケ

　は軸を切り落とし半分に切って薄切りにする。絹

　さやは筋を取っておく。

②鍋に湯を沸かして、絹さやをさっとゆでて水に取

　り、千切りにする。同じ湯でダイコン、ニンジン

　をさっとゆでてざるにあげる。

③鍋にだし汁、ダイコン、ニンジン、シイタケ、ち

　くわを入れて火にかける。煮立ったらふたをして

　弱火で１分煮る。Ａを加えてひと煮立ちさせる。

　器に盛り、絹さやを散らし、こしょうを振る。

ん
の

材料（４人分）

・ちくわ…２本

・ダイコン…120g

・ニンジン…80g

・生シイタケ…４枚

・絹さや…10枚

・酒…小さじ２

・しょうゆ…小さじ２

・塩…ひとつまみ

・こしょう…少々

A

・だし汁…２・1/2カップ

だしの取り方
○昆布７㎝角、かつお節18g、
　水700㏄
①水にしばらく漬けておいた
　昆布を中火で煮出し、沸騰
　直前に取り出す
②かつお節を入れ、沸騰させ
　ないように１分ほど煮て、
　火を止める
③かつお節が沈んだらこし器
　でこす



４月１日から医師会病院救急センターの診療時間が変わります

問 地域医療課☎㉙5011、医師会病院☎㉑3211

○症状の軽い人や急病でない人は、なるべく診療時間内に受診してください。

○自分の健康に関心を持ち、気になることは普段からかかりつけ医に相談し、軽症での救急受診を控

えるようにしましょう。

○医師会病院救急センターの診療時間外は、入院や高度な救命治療が必要な人については、可能な限

り岩国医療センターが対応します。

○小児（15歳未満）の場合、小児救急医療電話相談（＃8000）に相談できます。（受付時間：午後

７時～翌日午前８時）

お願い

対
す
る
取
り
組
み
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
o
m

-n
e
t2

.c
ity

.h
iro

sh
i

m
a
.jp

/
p
o
rta

l

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
㉙
５
０
１
５

景
観
重
要
建
造
物
の
指
定

　

市
全
体
の
財
産
と
し
て
地
域
の
人
々
に
親

し
ま
れ
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な

建
造
物
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
景
観
上
大
切

な
建
造
物
を
景
観
法
に
基
づ
き
景
観
重
要
建

造
物
に
指
定
し
ま
す
。

　

今
回
、
市
内
で
初
め
て
岩
国
城
と
國
安
家

住
宅
を
指
定
し
ま
し
た
。

　

指
定
が
必
要
と
思
わ
れ
る
建
造
物
が
あ
れ

ば
、
都
市
計
画
課
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

問
都
市
計
画
課
☎
㉙
5
１
０
８

自
治
会
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
開
設

　

広
島
市
を
中
心
に
連
携
し
た
11
市
８
町
の

自
治
体
が
一
体
と
な
り
、
自
治
会
情
報
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。
市
外
の
自

治
会
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、
地
域
の
課
題
に

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

お
知
ら
せ

▲QRコード

▲岩国城

▲國安家住宅

平日・土曜

受け付け：午後10時30分まで

午後７時～午後11時

日曜・祝日

午前９時～午後７時

午前９時～午後11時
受け付け：午後10時30分まで

受け付け：午後６時まで

内科
外科

内科

外科

15 2017.4.1



16

岩
国
市
成
人
式

対
象　

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

日
時　

平
成
30
年
１
月
７
日
㈰　

14
時
～

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

※
平
成
29
年
11
月
１
日
現
在
、
市
に
住
民
登

録
の
あ
る
人
に
は
11
月
中
旬
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す

※
市
外
転
出
な
ど
で
案
内
状
が
届
か
な
い
人

で
も
当
日
受
け
付
け
す
れ
ば
入
場
可
。
案
内

状
希
望
者
の
受
け
付
け
は
11
月
か
ら
開
始

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
一
斉
防
除

活
動
薬
剤
支
給

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
一
斉
防
除
活
動
を
実

施
す
る
自
治
会
へ
薬
剤
を
一
部
支
給
し
ま
す
。

申
所
定
の
申
請
書
を
自
治
会
単
位
で
環
境
保

全
課
へ
提
出

申
請
期
間　

５
月
９
日
㈫
ま
で

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

特
定
外
来
生
物

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
に
注
意
！

　

岩
国
に
も
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
は
、
植
木
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー

の
下
、
石
や
木
、
枯
葉
の
下
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
な
ど
の
亀
裂
、
物
の
隙
間
な
ど
を

巣
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
生
息
が
確
認
さ
れ

た
土
地
か
ら
植
木
鉢
、
植
木
、
苗
、
資
材
な

ど
を
移
動
す
る
場
合
は
、
必
ず
ア
リ
の
有
無

を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
ア
リ
と
思
わ
れ
る
ア
リ
を
見
つ
け
た

場
合
や
、
不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

４
月
３
日
㈪
～
５
日
㈬
・
12
日
㈬
・

20
日
㈭
・
24
日
㈪
～
28
日
㈮　

８
時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

防
災
行
政
無
線
の

　
　
　
　

屋
内
受
信
機
の
設
置

　　

岩
国
・
由
宇
地
域
で
防
災
行
政
無
線
の
屋

内
受
信
機
の
設
置
を
希
望
す
る
人
は
、
危
機

管
理
課
、
由
宇
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各

出
張
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は

印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ジ
オ
の
設
置
費
は
原
則
無
料

申
問
危
機
管
理
課
☎
㉙
5
1
1
９

由
宇
総
合
支
所
地
域
振
興
課
☎
63
1
1
1
1

出
張
所

ワ
ン
ワ
ン
銀
行

　　

生
後
90
日
未
満
の
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
を

希
望
者
に
譲
渡
し
ま
す
。
子
犬
を
持
ち
込
み

た
い
人
と
引
き
取
り
た
い
人
の
両
者
か
ら
事

前
登
録
（
電
話
連
絡
）
が
あ
っ
た
場
合
に
開

催
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
前
年
度
に
引
き
取
り
希
望
の
登

録
を
し
た
人
で
、
今
年
度
も
希
望
す
る
人
は

再
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金

　

市
内
で
農
林
作
物
を
生
産
す
る
人
ま
た
は

鳥
獣
害
の
被
害
を
受
け
て
い
る
人
で
、
被
害

防
止
資
材
を
設
置
す
る
場
合
、
そ
の
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　

○
個
人
で
実
施
す
る
場
合
＝
資

材
費
の
２
分
の
１
（
上
限
7
万
５
千
円
）

○
共
同
で
実
施
す
る
場
合
＝
資
材
費
の
２
分

の
１
（
上
限
75
万
円
）

※
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
完
了

す
る
こ
と

問
農
林
振
興
課
☎
㉙
5
1
1
3
、
総
合
支
所

農
林
建
設
課

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

広報いわくに



※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
１
６　

三
笠
町
一

丁
目
１
―
１　

山
口
県
岩
国
総
合
庁
舎
５
階

岩
国
市
環
境
部
焼
却
施
設
建
設
事
務
所

　

sy
o
k
y
a
k
u
@
c
ity

.iw
a
k
u
n
i.lg

.jp

問
焼
却
施
設
建
設
事
務
所
☎
㉙
５
０
１
４

FAX

㉚
９
０
０
９

錦
帯
橋

　
　

こ
ど
も
大
工
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

木
材
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
、

錦
帯
橋
や
大
工
技
術
を
身
近
に
知
る
こ
と
の

で
き
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

小
学
５
年
～
中
学
３
年
生

※
小
学
生
は
実
技
研
修
に
保
護
者
同
伴

日
時　

５
月
～
平
成
30
年
３
月
ま
で
の
原
則

毎
月
第
２
日
曜　

９
時
～
12
時

場
所　

関
戸
倉
庫
な
ど

定
員　

16
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　

木
工
工
作
、
錦
帯
橋
大
工
技
術
の
学

習
会
な
ど

募
集
期
間　

４
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

申
所
定
の
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
直
接
、
錦
帯
橋
課
へ
提
出

問
錦
帯
橋
課
☎
㉙
５
１
０
７

紙
に
意
見
と
提
言
を
記
入
し
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）
へ
提
出

問
山
口
県
生
活
衛
生
課
食
の
安
心
・
安
全
推

進
班
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
９
７
４

「
ご
み
焼
却
施
設
」
名
称

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
供
用
開
始
予
定
の
新

し
い
ご
み
焼
却
施
設
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

施
設
概
要　

公
称
処
理
能
力
＝
１
６
０
ト
ン

／
日
（
80
ト
ン
／
日
×
２
炉
）　

建
設
場
所　

日
の
出
町
内
（
日
の
出
町
最
終

処
分
場
北
側
）

対
象　

岩
国
市
ま
た
は
和
木
町
に
在
住
す
る

か
勤
務
・
通
学
す
る
人

作
品　

使
用
で
き
る
文
字
は
、
漢
字
、
ひ
ら

が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
み

※
自
作
の
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。
著
作

権
は
市
に
帰
属
し
ま
す

※
１
人
１
点
の
み
応
募
可

発
表　

７
月
頃
を
予
定

賞
品　

図
書
カ
ー
ド
５
千
円
×
10
人
分

募
集
期
間　

４
月
10
日
㈪
～
５
月
10
日
㈬

（
17
時
必
着
）

申
作
品
１
点
と
そ
の
読
み
方
、
名
称
の
簡
単

な
説
明
、
郵
便
番
号
、
住
所
（
市
町
外
在
住

の
人
は
勤
務
・
通
学
先
も
）
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、電
話
番
号
を
記
載
し
て
、郵
送
、フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
焼
却
施
設

建
設
事
務
所
に
提
出

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間　

４
月
６
日
㈭
～
15
日
㈯

運
動
の
基
本　

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

重
点
目
標　

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

○
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底　

○
飲
酒
運
転
の
根
絶　

○
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
推
進　

○
反
射
材
・
ハ
イ

ビ
ー
ム
の
活
用
促
進

●
交
通
安
全
市
民
大
会
・
パ
レ
ー
ド

日
時　

４
月
10
日
㈪　

13
時
30
分
～

場
所　

市
役
所
前
芝
生
広
場

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
㉙
５
０
１
８

食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
18
歳
以
上
の
人

定
員　

３
人
程
度

任
期　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

内
容　

食
品
表
示
や
食
品
衛
生
に
関
す
る
実

態
調
査
と
そ
の
定
期
報
告
、
地
域
住
民
か
ら

の
食
の
安
心
・
安
全
に
関
す
る
相
談
へ
の
対

応
、
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど

申
込
期
間　

４
月
20
日
㈭
ま
で
（
必
着
）

申
所
定
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
、
別

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404
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錦
帯
橋
大
工
技
術
研
修
会

　
　
　
　
　

参
加
者（
第
３
期
）

対
象　

15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

日
時　

５
月
～
平
成
30
年
３
月
ま
で
の
原
則

毎
月
第
２
日
曜

内
容　

木
工
お
よ
び
錦
帯
橋
に
関
す
る
実
技
、

研
修
（
座
学
）

料
金　

無
料

募
集
期
間　

４
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

申
所
定
の
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
錦
帯
橋
課
へ
提
出

問
錦
帯
橋
課
☎
㉙
５
１
０
７

市
職
員

職
種　

①
看
護
師
・
准
看
護
師　

②
薬
剤
師

受
験
資
格　

①
＝
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

看
護
師
資
格
ま
た
は
准
看
護
師
資
格
を
有
す

る
人　

②
＝
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

薬
剤
師
資
格
を
有
す
る
人

※
詳
細
は
募
集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

募
集
人
員　

①
②
＝
各
２
人
程
度

募
集
期
間　

４
月
19
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

試
験
日　

４
月
27
日
㈭

試
験
場
所　

市
役
所

種
目　

作
文
、
面
接
（
専
門
・
一
般
）
、
適

性
検
査

採
用
予
定
日　

６
月
１
日
㈭
以
降

勤
務
場
所　

①
＝
錦
中
央
病
院
ま
た
は
美
和

病
院　

②
＝
錦
中
央
病
院

申
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

職
員
課
へ
提
出

※
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留
と
し
、
82
円
切

手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）

を
同
封

問
職
員
課
☎
㉙
５
０
３
６

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　

責
任
技
術
者

日
時　

７
月
11
日
㈫　

14
時
～
16
時

場
所　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

募
集
期
間　

４
月
24
日
㈪
～
５
月
16
日
㈫

申
問
下
水
道
課
☎
㉙
５
１
４
５

「
法
テ
ラ
ス
の
日
」
無
料
相
談
会

日
時　

４
月
20
日
㈭　

13
時
30
分
～
16
時
30

分場
所　

岩
国
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
錦
見
一

丁
目
10
―

17　

山
口
県
弁
護
士
会
岩
国
地
区

会
館
内
）　

内
容　

借
金
、
離
婚
、
相
続
、
労
働
問
題
な

ど
の
民
事
ト
ラ
ブ
ル
（
相
談
時
間
は
一
人
30

分
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

申
問
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
山
口
地
方
事

務
所
（
法
テ
ラ
ス
山
口
）

☎
０
５
０
―

３
３
８
３
―

５
４
９
０

ユ
ネ
ス
コ
平
和
講
演
会

●
被
爆
死
し
た
米
兵
を
通
し
て
平
和
を
考
え

る日
時　

４
月
22
日
㈯　

14
時
～
15
時

場
所　

中
央
公
民
館　

集
会
場

講
師　

森
重し

げ
あ
き昭

氏
（
歴
史
研
究
家
）

料
金　

無
料

問
岩
国
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
内
）
☎
㉙
５
２
１
０

相　

談

広報いわくに

講
演
・
講
座

試　

験



○
グ
ル
ー
プ
（
２
～
５
人
）
の
み

※
年
齢
に
よ
る
ク
ラ
ス
分
け
は
あ
り
ま
せ
ん

料
金　

個
人
５
０
０
円
、
グ
ル
ー
プ
１
５
０

円
／
人
（
当
日
＝
個
人
７
０
０
円
、
グ
ル
ー

プ
２
０
０
円
／
人
）

※
当
日
持
参

募
集
期
間　

４
月
15
日
㈯
ま
で

申
参
加
者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、性
別
、

年
齢
、
代
表
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
出
場
希
望
ク
ラ
ス
、
無
料
送
迎

バ
ス
利
用
の
有
無
を
記
入
し
、
山
口
県
由
宇

青
少
年
自
然
の
家
に
は
が
き
で
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す

宛
先　

〒
７
４
０
―
１
４
３
２　

由
宇
町
字

深
山
２
２
７
３
―
２

問
山
口
県
由
宇
青
少
年
自
然
の
家

☎
63
１
５
１
３　

FAX

63
１
５
５
８

錦
川
鉄
道　

こ
ど
も
鉄
道
員

対
象　

小
学
生
（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

日
時　

５
月
３
日
㈷　

岩
国
駅
発
＝
８
時
29

プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
　
　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
!!

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

４
月
28
日
㈮　

９
時
30
分
～
11
時

場
所　

藤
河
公
民
館

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

募
集
開
始　

４
月
３
日
㈪　

10
時

申
問
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
８

市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

　
　

＆
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

日
時　

４
月
23
日
㈰　

10
時
30
分
～
（
受
け

付
け
＝
９
時
～
）

※
小
雨
決
行

場
所　

山
口
県
由
宇
青
少
年
自
然
の
家

定
員　

１
０
０
人

●
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

○
個
人
ク
ラ
ス
（
男
女
別
）

Ａ
（
無
制
限
）、
35
Ａ
（
35
歳
以
上
）、
55
Ａ

（
55
歳
以
上
）、Ｂ（
経
験
中
位
）、Ｎ（
初
心
者
）

○
グ
ル
ー
プ
ク
ラ
ス
（
２
～
５
人
）

小
学
生
組
、
中
学
生
組
、
家
族
組
（
小
学
生

以
下
を
含
む
）
、
一
般
組
（
中
学
生
以
上
55

歳
以
下
）、
シ
ル
バ
ー
組
（
56
歳
以
上
）

●
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

分
～
錦
町
駅
発
＝
16
時
５
分
（
乗
車
必
須
）

定
員　

40
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　

車
両
出
発
前
点
検
、
車
掌
体
験
（
車

内
放
送
、
案
内
な
ど
）、
視
覚
障
害
者
疑
似

体
験
、
き
ら
ら
夢
ト
ン
ネ
ル
見
学
な
ど

料
金　

小
学
生
＝
５
０
０
円

※
子
供
の
運
賃
は
無
料
（
岩
国
駅
～
川
西
駅

は
Ｊ
Ｒ
線
の
た
め
有
料
）
、
保
護
者
は
所
定

の
運
賃
が
必
要

募
集
期
間　

４
月
21
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

申
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
１
枚
に
つ
き
２

人
ま
で
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
乗
車
駅
名
、

保
護
者
の
氏
名
（
２
人
ま
で
）
を
記
入
し
、

錦
川
鉄
道
㈱
へ
郵
送

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
７
２
４　

錦
町
広
瀬

７
８
７
３
―

９　

「
錦
川
鉄
道
㈱　

こ
ど
も

鉄
道
員
」
係

問
錦
川
鉄
道
㈱
☎
72
２
０
０
２

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

４
月
15
日
㈯　

９
時
30
分
～
12
時

場
所　

地
方
卸
売
市
場

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放
し

て
い
ま
す

問
生
産
流
通
課
☎
32
７
３
５
５

広告
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親
子
で
学
ぶ
交
通
安
全
土
曜
塾

　

交
通
安
全
学
習
館
の
交
通
安
全
土
曜
塾
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

車
の
模
型
の
組
み
立

て
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
親
子
で
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

４
月
22
日
㈯　

９
時
15
分
～
15
時

場
所　

交
通
安
全
学
習
館
（
山
口
市
・
総
合

交
通
セ
ン
タ
ー
内
）

料
金　

無
料

募
集
期
間　

４
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪

申
問
市
民
協
働
推
進
課
☎
㉙
５
０
１
８

岩
国
自
然
学
習
講
座

●
地
域
の
自
然
に
つ
い
て
学
び
考
え
よ
う

対
象　

軽
登
山
が
で
き
る
人

日
時　

４
月
23
日
㈰　

10
時
～
16
時（
受
け

付
け
＝
９
時
45
分
）

※
雨
天
時
は
午
前
で
終
了

集
合
場
所　

錦
総
合
支
所
駐
車
場

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

特
別
天
然
記
念
物
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
と
保
護
施
設

の
見
学
、
羅
漢
山
中
腹
の
散
策

講
師　

廣
兼
健
氏
（
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

保
護
担
当
者
）、
森
田
元
志
氏
（
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会
）

料
金　

無
料

募
集
期
間　

４
月
20
日
㈭
ま
で

申
問
科
学
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
０
１
２
２

青
年
海
外
協
力
隊
事
業
等

　
　
　
　
　
　
　

募
集
説
明
会

日
時　

４
月
18
日
㈫　

18
時
30
分
～
20
時
30

分場
所　

市
役
所　

３
階
会
議
室
31

内
容　

概
要
説
明
、
体
験
談
、
個
別
相
談

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
入
退
場
自
由

問
都
市
交
流
室
☎
㉙
５
０
１
８

青
年
海
外
協
力
隊
パ
ネ
ル
展

●
山
口
か
ら
世
界
へ
！ 

私
に
で
き
る
こ
と

日
時　

４
月
10
日
㈪
～
24
日
㈪

※
初
日
は
13
時
～
、
最
終
日
は
15
時
ま
で

場
所　

市
役
所　

１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

内
容　

青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
写
真
の
展

示
な
ど

問
都
市
交
流
室
☎
㉙
５
０
１
８

第
２
回
廃
校
再
生
サ
ミ
ッ
ト

　　

山
口
県
内
の
廃
校
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
活
用
す
る
方
法
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　

４
月
21
日
㈮　

13
時
～

場
所　

旧
河
山
小
学
校

内
容　

各
地
の
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
、
事
例

報
告

申
問
廃
校
再
生
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
（
國
安
）

☎
０
９
０
―
９
５
０
６
―
５
７
８
８

４
月
の
献
血

２
日
㈰
・
16
日
㈰
・
30
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ

ン
南
岩
国　

９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
15
分

～
16
時

９
日
㈰　

○
フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル
カ
ジ
ル
岩
国

10
時
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

12
日
㈬　

○
岩
国
総
合
庁
舎　

10
時
～
16
時

28
日
㈮　

○
岩
国
市
水
道
局　

13
時
15
分
～

16
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

㊡
４
月
12
日
㈬

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

八
代
亜
紀
プ
レ
ミ
ア
ム

　
　
　

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
舟
唄
」
や
「
雨
の
慕
情
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
か
ら
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ま
で
生

バ
ン
ド
で
贈
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
！

日
時　

５
月
14
日
㈰　

15
時
～
（
開
場
＝
14

時
30
分
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

料
金
【
全
席
指
定
】　

５
８
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

※
当
日
は
５
０
０
円
増
し

※
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
友
の
会
の
会
員
は
、

4
8
0
0
円
（
同
時
入
会
可
能
）

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

広報いわくに

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

献　

血



中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

４
月
13
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

岩
国
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　

「
ひ
ま
わ
り
」団
員
募
集

対
象　

小
学
２
年
～
中
学
生
（
き
ょ
う
だ
い

と
一
緒
の
場
合
小
学
１
年
生
も
可
）

日
時　

金
曜（
毎
月
２
～
３
回
）　

16
時
30
分

～
18
時

講
師　

岡
村
美
瑳
氏
（
岩
国
女
声
合
唱
団
指

導
者
）

料
金　

無
料
（
た
だ
し
後
援
会
費
と
し
て
年

間
２
千
円
の
ほ
か
、
出
演
や
合
宿
時
に
は
実

費
が
必
要
）

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

企
画
展

●
近
世
岩
国
の
美
術
工
芸

期
間　

５
月
21
日
㈰
ま
で

内
容　

焼
物
や
絵
画
な
ど
、
近
世
の
岩
国
地

域
で
制
作
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
を
展
示

郷
土
史
研
究
会

●
防
長
新
聞
よ
り
見
た
明
治
の
岩
国
地
方

日
時　

４
月
16
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

宮
田
伊
津
美
氏
（
岩
国
市
文
化
財
審

議
会
委
員
）

古
文
書
講
座
（
初
級
）

●
幕
末
の
藩
庁
決
裁
録
「
諸
証
文
帳
」
を
読

む日
時　

４
月
16
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

ミ
ズ
ノ
主
催
教
室

●
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室

対
象　

小
学
１
年
～
６
年
生

日
時　

４
月
～
９
月
の
毎
週
火
曜　

18
時
～

19
時
30
分

場
所　

総
合
体
育
館

定
員　

20
人

料
金　

８
０
０
円
／
回

募
集
開
始　

４
月
１
日
㈯　

９
時

●
陸
上
教
室
（
低
学
年
ク
ラ
ス
）

対
象　

小
学
１
年
～
２
年
生

日
時　

①
４
月
10
日
㈪
～
平
成
30
年
３
月
19

日
㈪
の
毎
週
月
曜　

16
時
30
分
～
17
時
30
分

②
４
月
11
日
㈫
～
平
成
30
年
３
月
20
日
㈫
の

毎
週
火
曜　

16
時
30
分
～
17
時
30
分

場
所　

岩
国
運
動
公
園　

芝
生
広
場
ほ
か

定
員　

①
②
＝
各
15
人
（
先
着
順
）

料
金　

６
０
０
円
／
回

募
集
開
始　

４
月
３
日
㈪　

９
時

●
陸
上
教
室
（
中
高
学
年
ク
ラ
ス
）

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

①
４
月
10
日
㈪
～
平
成
30
年
３
月
19

日
㈪
の
毎
週
月
曜　

19
時
～
20
時
30
分

②
４
月
11
日
㈫
～
平
成
30
年
３
月
20
日
㈫
の

毎
週
火
曜　

19
時
～
20
時
30
分

場
所　

岩
国
運
動
公
園　

芝
生
広
場
ほ
か

定
員　

①
②
＝
各
10
人
（
先
着
順
）

料
金　

６
０
０
円
／
回

募
集
開
始　

４
月
３
日
㈪　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎
84
１
４
０
０

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
講
座

日
時　

４
月
21
日
㈮　

13
時
～
16
時

定
員　

14
人
（
先
着
順
）

講
師　

礒
部
尚
子
氏

料
金　

２
千
円
（
材
料
費
を
含
む
）

持
参
品　

は
さ
み
、
針
、
糸
、
待
ち
針
、
羊

毛
フ
ェ
ル
ト
道
具
（
持
っ
て
い
る
人
）

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
周
東
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

21 2017.4.1

岩
国
徴
古
館

中
央
公
民
館

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

中
央
図
書
館

岩
国
運
動
公
園



2
6
6
　

広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて秘書広報課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

６月１日号募集期限　４月25日（必着）

「菊桃の咲く町」

大森　輝生さん（錦町）

安
全
や
事
故
防
止
」
で
あ
り
、
内
閣
府
で

消
費
者
行
政
を
担
当
す
る
松
本
洋
平
内
閣

府
副
大
臣
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
会
場
で
ト
ー
ク
の
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
が
、
教
育
・
行
政
関
係
者
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
な
ど
か
ら
参
加
さ
れ

た
方
々
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
子

供
の
安
全
に
関
わ
る
取
り
組
み
事
例
な
ど

に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

松
本
副
大
臣
は
皆
さ
ん
の
発
言
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
今
日
の
意
見
を
参
考
に
し

た
い
と
述
べ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
の

車
座
ふ
る
さ
と
ト
ー

ク
で
出
さ
れ
た
地
域

の
声
が
、
国
の
政
策

に
い
か
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

Vol.92市長夢日記
　

２
月
26
日
、「
車
座
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
」

が
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

車
座
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
と
は
、
大
臣
、

副
大
臣
、
政
務
官
が
全
国
各
地
に
赴
き
、

地
域
の
方
々
と
の
対
話
を
通
じ
て
生
の
声

を
聞
き
、
政
策
に
い
か
す
と
と
も
に
、
国

の
重
要
政
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
取
り
組

み
で
す
。

　

本
市
で
の
ト
ー
ク
テ
ー
マ
は
「
子
供
の

 福田 良彦
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